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心豊かな高齢社会を目指して 12年4月から介護保険制度

介護問題は
高

齢社会最大の課題
日
本
で
は
、
急
速
に
高
齢
化
か
進
行
し
、
6
5歳
以
上
の
人
口

は
1
千
9
7
3
万
人
、高
齢
化
率
(総
人
口
に
占
め
る
6
5歳
以
上
の
人

口
の
割
合
)
は
1
5・
6
%
に
達
し
て
い
ま
す
(
1
年
1
0月
現
在
)
。

星
n
区
で
も
、
6
5歳
以
上
の
人
口
は
8
万
4
千
人
、
高
齢
化

率
は
1
3・
3
%
と
な
っ
て
い
ま
す
(
1
0年
卜
月
現
在
)
。
こ
の

う
ち
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
、
現
在
約
L
万
5
千
人
。

旧
年
に
は
約
卜
万
7
千
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
肥
月
9
日
、
介
護
保
険
法
が
成
立
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
高
齢
者
に
対

し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
つ
、
新
た
な
介
護
保
険
制
度
か
、
1
2

年
4
月
L
日
か
ら
施
行
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
目
指
す
も
の

介
護
を
必
要
怠
気
嵩
齢
耆
跋
遠

に
増
加
し
、
そ
の
程
度
も
重
度
化
・
長

期
化
し
て
い
李
y
。
そ
の
一
方
、
核
家

族
化
の
進
行
等
に
よ
り
家
庭
で
の
介
護

力
謚
弱
ま
り
、
要
介
護
者
奩
泥
た
家

族
は
、
重
い
負
担
濫
7

ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
保
険
は
、
介
護
に
対
す
'
(耆

さ
ん
の
不
安
奎
房
消
す
る
た
め
、
介
護

を
社
会
床
で
支
え
る
仕
組
み
夲
創
設

す
る
も
の
で
y
。
ま
た
、
福
琲
辰
砂

に
分
か
れ
て
い
る
高
齢
者
の
介
護
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
制
度
を
再
編
成
し
、
利

用
し
や
す
ぺ
公
平
で
効
率
的
な
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
寺
豕
y
。

介
護
保
険
の
対
象
と
サ
ー
ビ
ス

・
被
保
険
者
(
4
0歳
以
上
の
方
)

▽
第
1
号
被
保
険
者
・
:
6
5
歳
以
上
の
方

▽
第
2
号
被
保
険
者
・
・
・
4
0
1
6
4
歳
の
方
　

被
保
険
者
ほ
、保
険
料
を
支
払
い
、

介
護
奪
翦
と
莨
茯
態
に
な
っ
た
と

き
に
、介
護
サ
ー
ビ
ス
夲
受
け
る
こ
と

が
で
孝
季
y
。
た
が
じ
、
第
1
号
被
保

険
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
え
X
れ
る
の
は
、

脳
血
管
障
害
、初
蠢
匐
啄
つ
、骨
粗

し
よ
急
囂
?
、老
化
に
伴
つ
訶
気
で

政
令
で
定
め
た
も
の
に
よ
り
、
要
介
護

状
態
が
生
じ
た
場
合
に
限
2

蚕

。

・
保
険
者
(
運
営
主
体
)

保
険
者
は
、
区
市
町
村
で
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

被
保
険
者
が
サ
ー
ビ
ス
奎
蒔
る
手

続
き
は
、
次
の
と
お
り
で
す
(
左
図
)
。

①
本
人
(
ま
た
は
代
理
人
)
が
区
に
申

狎
¥

ヂ

。

②
区
は
、
申
謂
に
戛
つ
き
訪
問
調
査
を

行
い
ま
す
。

③
区
に
設
置
さ
れ
た
「
認
定
審
斈
き

は
、
訪
問
調
査
の
結
果
と
か
か
り
つ
け

医
(
主
治
医
)
の
意
見
書
に
鬲
つ
き
、

介
護
を
必
要
と
歹
る
状
季
か
ご
冫
か
、

ま
た
、
介
護
が
必
夢
な
場
合
に
は
要
介

護
の
程
度
の
区
分
(
表
1
)
を
審
査
・

判
定
し
ま
す
。

④
介
護
が
必
鼕
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、

本
入
や
家
族
の
1

画
を
作
虞
し
。介
護
サ
ー
ビ
ス
(
表
2
)

が
提
供
さ
れ
求
y
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
負
担

・
保
険
料

▽
第
1
号
被
保
険
者

6
5
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
の
保
険
料

は
、年
金
か
ら
特
別
徴
収
(
支
給
額
か

ら
前
も
っ
て
莓
U
引
き
)
し
ま
ず
。徴

収
で
忝
な
い
方
に
つ
い
て
ほ
、区
が
個

別
に
徴
収
し
求
y
。ロ
ー
年
度
の
保
険
料

は
、L
人
L
力
月
平
均
2
千
瞋
円
程
度

(厚
生
省
見
込
み
)
と
想
定
し
て
い
ま

す
。区

市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
保
険

料
率
の
基
準
に
従
っ
て
、
保
険
料
を
設

定
し
、3
年
ご
と
に
見
直
し
毒
す
。
保

険
料
は
、
負
担
阨
力
に
応
じ
ア
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
「
所
得
段
階
別
保
険

料
」
で
す
。
所
得
の
低
い
方
は
負
担
を

軽
減
し
、
高
所
得
の
方
の
負
衵
ほ
、
所

得
に
応
じ
た
も
り
と
し
樂
す
。

▽
第
2
号
被
保
険
者

4
0
歳
～
6
4
歳
の
医
療
保
険
加
入
者
の

保
険
料
は
、そ
れ
ぞ
れ
加
入
す
る
医
療

保
険
の
ル
ー
ル
に
よ
り
、
医
療
保
険
料

に
上
乗
せ
し
て
徴
収
し
豕
y
。

・
利
用
料

サ
ー
ビ
ス
痂
受
け
る
と
き
に
は
、
介

護
給
付
の
対
象
茹
茗
費
用
の
L
割
を

負
担
し
て
い
な
蛋
一筆
T

。
た
だ
し
、

施
設
の
食
費
は
利
用
者
負
煬
手

。
ま

た
、
ほ
常
牛
活
賢
(
身
の
回
n
品
や
お

や
つ
代
等
)
は
給
付
の
対
象
屁
衿
差

甘
へ

亨
幽
負
扣
が
高
額
に
な
忿
答
に
は
、

所
得
の
低
い
方
に
配
慮
し
た
制
度
寺
揆

討
し
て
い
欒
す

介
護
保
険
事
業
計
画

区
で
は
、
介
護
保
険
制
度
へ
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
を
通
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
歹
。1
0年
度
に
は
6
5歳
以
上
の
方
を

対
象
に
「
高
齢
者
実
態
調
声

を
行
い
、

そ
れ
合
作
に
1
1年
度
に
は
「
介
護
保
険

事
業
計
画
」
夲
儼
定
し
、
よ
り
よ
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
に爺
T

。

こ
れ
か
う
り
広
報
等
で
要
点
な
y
卷

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ご
意
見
・
お
周
い
合
わ
せ
は
L
・
レ
ロ

福
祉
計
画
艮
十
一

昔
(
3
1
1
0
)
5
・
-
1
・
-
㈹
」
‘

今号の主な内容

2
面
▽
▽
▽
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
技
能
講
習
会
/
就
学
手
続
き

/
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
見
学
4
H

3
面
▽
▽
y
保
健
ガ
イ
ド
/
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
ど
も
の
環
境
」
「
健
　
　
　
　
　

や
か
な
老
後
」
/
ひ
ろ
ぱ
/
掲
示
板

4
面
▽
▽
▽
イ
ベ
ン
ト
情
報
/
ス
ケ
ッ
チ

介護保険制度の利用のしくみ

表1 高齢者の状態と1 ヵ月当たりの介護サービス費用

( 10年1 月厚生省資料より)

表2 介護サービスの種類

【10 年 】月厚生省資 料より)

・あ だち広 報は毎月5 日・15日・25日/ エクスプレ スは奇 数月1 日発行 ※ 区民 事務 所や駅の広 報スタ ンド など にも置い てあり ますの で、ご利 用く ださい
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くらしの情報
一電
話
番
号
は
お
胃
違
い
な
く

本庁舎へのお問い合わせは・

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

1
0年
度
技
能
講
習
会

趣
味
・
創
作
活
動
夲
遏
じ
て
、
日
常

生
活
今

宵
よ
く
充
実
し
て
い
さ
ま
せ

ん
か
。

日
程
等
=

内
在
住
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
申
込

日
電
話
期
限
目
2
月
2
7
B
※
移
動

困
難
な
方
は
。
拠
点
間
の
4
迎
バ
ス
が

利
用
で
さ
豕
y
申
・
問
先
卜
▽
東
部

地
域
(
国
道
t
脣
癲
の
東
側
と
千
住
地

巷

…
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

酋
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
西
部
地
域
(

国
道
4
碍
癜
の
西
側
と

小
台

、
新
田
、
宮
城
地
域
)
・・・西
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
5
3
)
0
6
3
p

』

表1 技能講習会日程

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

一
緒
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

障
害
変
質
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
じ

て
い
る
方
と
、彼
ら
と
共
に
活
動
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
夲
招
き
、パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ホ
y
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ど
の
ぶ
つ
に
か

か
わ
っ
た
ら
い
い
か
を
耆
忿
よ
い
機

会
で
y
。ぜ
ひ
ご
參
加
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
=
<
N
t
i
g
j
8

日
出
、
午
後
1
時
1
3

時

場
所
H
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

申

込
H
電
話

申
・
問
先
卜
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

ひとり親家庭
の方へ

ホームヘルパーを
派遣します

対
象
卜
児
童
育
成
手
当
の
受
韜
資
格
者

で
、中
学
牛
以
下
の
児
童
夲
養
育
し
て

い
る
母
孑
ま
た
は
父
子
家
庭
の
方
内

容
卜
親
吏
ほ
中
罍
生
以
下
の
孑
叺
が

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
り
と
き
、家
事
や
育

邯
篁
伝
簗
T
ム
ヘ
ル
パ
ー
夲
嚴
遣
　

(
長
期
疾
病
・
入
院
等
は
対
象
外
)
/

L
度
の
申
請
で
】
回
以
内
、
年
間
2
0
回

ま
で
/
午
前
冫
時
～
午
後
7
時
の
間
で

連
続
&
時
問
ま
た
は
t
時
間
を
F
回

申
込
↓

新
券
等
、
疾
病
を
証
明
で
き

も
の
と
印
鑑
奮
持
参
し
、
介
護
券
を

申
請
(
緊
急
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
申
し
込
み
に
よ
り
代
理
の
方
の
来

所
可
)

申
・
問
先
卜
譛
罘
当
係
、

各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表2 福祉事務所一覧

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
の
宿
泊
料
(
年
度
内
―
泊

ま
で
)
が
無
料
で
利
用
で
耋
簍
y
。た

だ
し
、
入
湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
宿

泊
料
金
の
差
額
等
は
自
己
負
担
に
な
り

ネ
T
。

場
所
口
熱
川
、
犬
吠
埼
、
軽

井
沢
等
1
0力
所

対
象
H
毋
ぶ
是
は

父
子
家
庭

申
込
日
各
施
設
へ
直
接
予

約
(
刄

鳬
立
区
ひ
と
り
親
家
庭
休
養

ホ
ー
ム
利
用
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。

予
約
後
、
場
墨
雪

倦
素
ほ
各
福
祉

事
務
所
の
窓
口
で
、
利
用
篶
を
甲
請
し

て
ぐ
だ
さ
い

※
母
子
年
金
・
児
童
扶

養
手
当
証
書
・
児
單
育
威
手
当
支
払
通

知
書
な
ど
、
ひ
と
吁
親
で
あ
る
y
y
i

確
認
圭

参

申

・
問
先
鵬
鑾
聿
当
係
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
見
学
会

い
ま
、
襲
簡
聊
ζ
な
っ
て
い
る

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」。
人
類
、
最
大

の
有
害
物
質
冫
E
)言
わ
れ
て
い
る
、

私
た
ち
の
身
近
な
問
題
で
す
。
ご
自

分
の
目
で
コ
ミ
処
理
や
ぴ
フ
ス
チ
ッ

ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
エ
場
な
こ
を
見
学

し
ま
せ
ん
か
。

日
程
H
3
月
6
日

窗

塲
所
卜
太
誠
産
業
㈱
辰
巳
工
場

ほ
か

定
員
以
哭

費
用
H
千
3
0
0

円
(
昼
食
代
)

申
込
卜
(
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記

申
・
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
施
設
見
学
係

〒
圀
・
8
1

中
央
本
町
2
1
9
-
―

S
(
3
8
日
0
)
9
8
0
0

教

育

4
月
か
ら
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
方
へ

就
学
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

・
4

月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外一
人
の
方

ま
だ
入
学
甲
誚
の
手
恒

審
し
て
い

な
い
方
は
、
学
事
係
に
至
急
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
国
・
私
立
の
小
・
中
学
校
に
入
学
か

決
定
さ
れ
た
方

入
学
y
る
学
校
の
入
学
許
可
書
を
学

事
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
方
　

入
学
す
る
学
校
に

湎
学
届
」
を
禾

提
出
の
方
は
、
至
急
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
‘

問
先
卜
学
務
課
学
事
係

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
籍
の
児
童
・
生
徒
を
外
国
人
学

校
に
通
営
昼
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
、

凖
貪
の
負
扣
麥
軽
減
す
る
た
め
の
補
助

金
(
9
年
度
後
期
1
0
月
L
1
月
)
念
入

給
し
ネ
y
。
申
請
卜
▽
区
内
の
外
国

人
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍
を
有
す
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
・
:学
校
か
ら
の

指
示
に
従
っ
刄
于
謦
筌
し
て
ぐ
だ
さ

い
▽
区
外
の
外
甲
(
学
校
に
在
籍
す

る
外
国
篳
を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
・
:私
学
振
興
狠
=
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い

※
在
籍
証
明
書
(
区
伶
屏
指
定

の
も
の
)
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

(郵
便
局
は
除
く
)
、
印
鑑
が
必
要
で

す

申
・
問
先
卜
総
務
課
甃
憲
眞
担

当

鋸
南
・
日
光
自
然
教
室
(
2
泊
3
日
)

指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
室
(
小
学
校
4
年
生
)

・
日
光
自
然
教
室
(
小
学
校
6
年
生
)

の
引
率
指
導
補
助
員
奩
霍
じ
樂
y
。

対
象
卜
教
員
免
許
取
得
者
布
よ
ぴ
卒
業

時
取
得
見
込
み
の
方

内
容
日
学
校
出

発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
遏
蓖
引
率
指

導
補
助

謝
礼
卜
1
回
の
引
率
に
つ
き

3
万
1
千
円
(
税
込
・
9
年
度
実
績
)

申
込
卜
電
話
※
後
日
、
ら
募
用
紙
を

送
付
し
欒
y
。
希
望
の
期
間
(
5
月
か

ら
1
1年
2
月
の
実
施
期
間
内
で
很
数
回

懋
等
罷
)

を
調
整
し
て
扣
迺
延
長

定

期
限
=
c
o
i月1
0日

申
・
問
先
卜

校
外
学
園
係

年

金

ねんきん

出張相談

日
程
日
表
3
内
容
=
国
民
年
金
の
仕

組
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
古
私
い
方

法
な
ど
※
今
月
の
夜
間
相
談
は
花
畑

セ
ン
タ
い
欒
y
問
先
日
推
進

係

表3 ねんきん出張相談日程表

夜間開設

税

金

ご利用ください

確定申告の無料相談
表4 東京税理士会による無料相 談

1いずれも受け付けは午後3 時まで。
混雑する場合は早めに受け付けを締め切る場合かあります

東
京
税
翠
夫
跫
立
・
亞
算
両
支

部
で
は
、
確
定
里
易
無
料
相
談
受
付

い
掌
y
。
日
程
日
表
4
対
象
=
小

規
模
(
所
得
金
額
3
0
0万円
程
享
ま
で
)

な
日
色
甲
告
事
業
者

※
所
得
の
計
算

が
複
雑
な
方
。
高
駟
な
方
は
税
務
署
で

ご
相
談
く
だ
さ
い

問
先
日
足
立
税
務

署
豐
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新井税
務署

昔
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

卩` 国民年金推進貝″ 募集中年金加入者のお宅を訪問して保険料の収納や各種届書の受け付けなど年金相談を行う非常動職員です。
期限=2 月20 日 ※ くわしくは 国民年金課推 進係までお問 い合わ せくださいB38B0- 5111 ㈹
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健

康

自
宅
で
歯
の
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師
会
の
協

力
を
得
て
、
「
在
宅
高
齢
者
訪
問
歯
科

診
厚
査
行
つ
て
い
ホ
y
。
対
象
卜

区
内
在
住
の
6
5瞋
以
上
で
。
寤
だ
き
り

の
た
め
に
歯
科
診
参
寡
a

る
こ
と
が

困
騅
な
、在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方
(
病

院
に
か
か
っ
て
い
る
方
は
、
事
前
に
歯

科
診
療
を
受
け
て
よ
い
か
主
治
医
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
)

内
容
=
歯
科
医
師

の
訪
問
に
よ
る
歯
の
治
療
、
入
れ
歯
の

作
成
や
調
整
等
の
診
療

費
用
卜
保
険

等
の
扱
い
に
よ
り
利
用
者
負
担
。
参
人

医
療
昿
髮
罟
忿
ヂ

※
申
し
込
み
受

け
付
け
襃
、
現
況
確
認
の
た
め
訪
問
し

ま
す
の
で
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程

度
日
数
が
か
か
n
乖
歹

申
・
問
先
卜

保
健
予
防
係

成
人
健
康
教
室

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実

施
)
を
鷽
口
だ
方
ほ
、
保
健
所
、
保
健

相
談
所
で
堕
霰
室
を
行
っ
て
い
聿
y
。

健
診
結
果
奮
舜
迴
の
健
康
つ
く
り
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

日
程
卜
表
5

定
員
H
各
4
0人
(
先
着
順
)

※
定
員

に
満
た
な
い
曼
ほ
、
健
康
畛
葦
冴
戞

け
て
い
な
い
方
で
も
申
し
込
み
を
営
叮

付
け
ま
す

申
込
卜
電
話

※
受
講
時

は
、
虞
人
健
診
結
果
票
を
お
持
ち
ぐ
だ

さ
い

申
・
問
先
旦
覆
健
所
・
保
健

相
談
所

表5 成人健康教室日程

- 一一
i 時間は巾央享町保健相談所が乍後2時～4時。ほかはいずれも午後1時
30分～3時30分

明
る
い
2
1世
紀
を
描
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'
9
8

私
の
つ
く
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

だ
れ
も
が
望
万
で
い
る
『
健
康
な
生

活
』
。
2
1
世
紀
の
高
齢
社
会
に
向
か
っ

て
、
私
た
ち
が
な
y
べ
き
こ
と
は
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
考
兄
て
み
ま

せ
ん
か
。
日
時
=
C
M
月
2
5
E
團
、
午

後
蹼
芬～
t
時
場
所
H
竹
の
塚

セ
ン
タ
ー

基
調
講
演
卜
2
1世
紀
へ
の

り
I
ダ
ー
シ
ッ
プ
脾
(
講
師
…
立
教
大

学
文
学
部
教
授
・
坂
口
順
治
氏
)

シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
目
吉
岡
孝
太
郎
氏
(
保
筱

住
区
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
員
)
、

野
尻
稲
子
氏
(
花
畑
婦
人
部
連
合
会
会

長
)
、
橋
本
隆
治
氏
(
ひ
だ
ま
り
の
会

ア
リ
ス
所
長
)
、
我
妻
夕
起
子
氏
(
足

立
老
人
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
相
談
指
導
室

長
)

費
用
日
無
料

申
・
問
先
卜
足

立
保
塵
町
保
健
指
導
第
丁

第
二
係

豊
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

呼
吸
器
病
(
ぜ
ん
息
)
講
演
会

日
時
日
2
月
2
0日
啝

午
後
7
時
F
9

時

場
所
ト
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象

葢
ん
息
を
治
輦
中
の
方
、
ま
た
は
家

族
の
方

内
容
卜
普
段
頭
用
し
て
い
る

吸
入
薬
叨
凛

的
な
使
用
S
や
注
意
点
1
7

朱
殷
浩
氏
(
国
立
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
呼
吸
器
科
医
師
)

費
用
―
無

料

申
・
問
先
=
公
害
補
償
係

潰
瘍
(
か
い
よ
う
)
性
大
腸
炎
患
者
会

日
常
生
活
や
治
療
の
こ
と
硲
g
气

仲
間
同
士
で
集
ま
っ
て
交
流
し
ま
廿
ん

か
。

日
時
=
3
月
6
日
吻
、
午
後
2

時
I
3
時
3
0分

対
象
日
潰
瘍
性
大
腸

炎
の
万
と
そ
の
家
族

内
容
H
お
互
い

の
情
報
交
換
・
交
流
会

費
用
H
無
料

申
込
卜
電
話

柵
・
申
・
問
先
乱
7
1一北

保
健
相
談
所

四
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

も
う
す
ぐ
パ
パ
の
あ
な
た
も
ど
う
ぞ

両
親
学
級
～
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に～

日
時
卜
2
月
2
7
日
吻
、
午
後
F
時
叩
分

～
t
時
対
象
H
妊
娠
1
ヵ
月
以
降
の

方
な
t
の
配
偶
者

内
容
日
出
産
時
の

呼
吸
法
と
補
助
動
作
、
パ
パ
の
沐
浴
体

験

定
員
H
3
0組
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
m

保
健

所

言
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

乳
幼
児
健
康
教
室

一
緒
に
育
つ
親
と
子
ど
も

子
ど
も
が
生
袤
れ
た
と
き
、
だ
れ
で

も
す
ぐ
に
い
い
パ
パ
、
い
い
マ
マ
に
な

れ
忝
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
―
歳
ま
で
の

子
晋
で
に
つ
い
て
一
緒
に
考
凡
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
日
2
月
2
5
E團
、
午

後
1
時
r
3
時
3
0分

場
所
H
千
寿
桜

小
学
校

講
師
苴
葎
力
氏
(
聖
徳
短

期
大
学
教
誇

定
員
日
3
0人
s

用

H
無
料
申
込
=
電
話
申
・
問
先
卜

千
住
保
健
所

四
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

講
演
会

痴
ほ
う
性
高
齢
者
の
理
解
と
介
護

痴
ほ
う
へ
の
対
応
は
難
し
く
、
混
乱

幺
髻
吊
す
い
も
の
で
y
。
介
護
の
現

状
と
対
6
に
つ
い
て
学
び
、
住
み
な
れ

た
ま
ち
で
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
手
掛
か
n
を
探
し
ま

せ
ん
か
。

・
痴
ほ
う
性
高
齢
者
の
理
解
・
正
し

い
予
防
と
適
切
な
介
護
を
す
る
た
め
に

日
時
卜
2
月
2
0
R
窗
、
午
後
L
時
3
0
分～
t

時

睡
7

関
山
寛
治
氏
(
精
神

科
医
)

定
員
卜
5
0人

費
用
H
無
料

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
千
住

保
健
所

四
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

・
痴
ほ
う
者
介
護
・
と
も
に
生
き
る

に
は

日
時
日
3
月
5
日
閑
、
午
後
L
時
A

時
3
0
分
対
象
目
区
民
お
よ
び
関
係
者

鰹
7
長
島
喜
一
氏
(
ボ
ヶ
一
一
〇
番

相
談
員
)
、
矢
舗
裕
子
氏
(
介
護
者
)

S
用
H
無
料
l
?
電
話
柵
・
申

・
問
先
日
中
央
本
町
保
健
相
談
所

{
`
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

区
民
が
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
子
ど
も
の
環
境
」と「
健
や
か
な
老
後
」

区
内
刄
碩
躍
し
て
い
る
方
が
集
ま

ひ
討
論
し
ま
t
。
興
味
夲
お
持
ち
の

方
の
参
加
を
待
っ
て
い
ネ
f
'。

・
教
育
文
化
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
=
2
月
習

苗
、
午
後
2
時
か

ら

テ
ー
マ
H
心
豊
か
な
子
ど
も
を

育
て
'
{だ
め
に
I

今
、
親
天
人
}

瑩
瓦

ぶ
つ
1

定
員
H
凖
人
(
先

耨
順
)

申
込
日
当
日
直
接
会
場
へ

・
健
康
福
祉
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
卜
3
月
7
日
出
、
午
後
1
時
か

ら
テ
ー
マ
北
`
や
か
に
老
い
る
た

め
に

定
員
卜
2
0
0
人
(
先
着
順
)

申

込
l

露

期
限
日
2
月
2
7日

申

先
卜
あ
レ
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
事
務
局
(
地
域
振
興
課
育
成

係
)

-

い
ず
れ
も
匚
卜

場
所
ト
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

問
先
=

あ
し
た
9

笠
を
つ
く
る
区
民
協
議

会
事
務
局

地
域
振
興
課
育
成
係
)

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
1

㈹

掲
示
板

・
第
―
回
東
京
都
平
和
の
日
記
念
行
S

▽
東
京
都
平
和
の
R
記
念
式
典

日
時
l

荷
穆
的

、
午
後
1
時
3
0

分

場
所
卜
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
容
卜
朗
読
瀏
、
平
和
へ
の
手
紙
発

表
、
講
談
「
東
京
大
空
襲
」
等

▽

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
日
3
月
1
0

ぼ
固
、
午
後
7
時

場
所
卜
東
京
文

化
会
館

内
容
卜
東
京
都
交
響
楽
団

小
泉
和
裕
指
揮
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」
序
曲
他

▽
井
上

ひ
さ
し
講
演

日
時
卜
3
月
9
ほ
囲
、

午
後
L
時

場
所
日
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム

内
容
悲
器
疎
開
等

i

い
ず
れ
も
匚
卜

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
行
事
名

(
L秡
F
件
)
、
代
表
者
氏
名
、
年

齢
、郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、

人
数
(
―
人
以
内
)
豈
明
記
期
限

=
2
瓜
哲
消
印
有
効
申
先
日
　

「東
京
都
平
和
の
日
記
念
行
事
」事

務
局
〒
1
6
3
・
0
0
2
3
新
宿
区
西

新
宿
1
1
8
1
1
第
一
と
も
え
ビ

ル
8
0
2
・
l
(
5
3
8
8
)
7
9
3
1
　
　

(
平
日
午
前
―
時
～
午
後
i
時
)

・
第
二
東
京
弁
護
士
会
の
ク
レ
ジ
ツ

ト
ー
サ
ラ
金
一
一
〇
番
日
時
日
2

月
1
8
日
團
、
午
前
1
0
時
1
午
後
t
時

対
象
H
消
費
者
金
融
等
か
ら
の
多
重

多
額
債
務
で
お
困
り
の
方
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
ーロ
ー
ン
等
の
支
払
い
に
お
困

り
の
方
、
悪
箟
鮟

り
立
て
や
契
約

一
返
済
時
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

方

※
面
接
相
談
を
ご
希
望
の
万
に

は
、
電
話
相
談
時
に
ご
案
内
冫
甼
1
7

無
料

壺
(
3
5
0
7
)
0
6
7
`
0

(当
鼠
ぶ
の
臨
時
電
話
)

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

対
象
H
昭
和
4
3
年
t
月
2
日
か
ら
昭

和
5
1年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
/
大
学
卒
程
度
の
能
力
を
有
す
る

方
/
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
事
務
が

で
き
る
万
/
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方

採
用
予
定
柚
耀
4

月
1

日

給
与
等
H
足
立
区
鶚
芦
に
準
じ

る

募
集
人
員
日
若
干
名

選
考
日

卜
3
月
1
日

申
込
H
躅
歴
書
1
通

写
真
2
枚
(
縦
4
`
×
横
3
`
。1

枚
は
履
歴
書
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
)
、

卒
業
(
見
込
み
)
証
明
書
、
成
績
証

明
書
を
窓
口
に
持
参
(
郵
送
は
不

可
)

期
間
卜
2
月
1
6日
～
2
0
E
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
・
問
先

卜
足
立
区
襲
福
祉
協
議
会

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

ひ
ろ

ば

・
募
集
方
法
か
変
わ
り
ま
し
た

「ひ
ろ
ば
」の
欄
は
、サ
ー
ク

ル
の
会
員
募
集
や
催
し
物
な
y
a

民
相
互
の
情
報
交
換
の
褥
と
し
て
、

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
聿
y
。
こ

の
欄
の
掲
載
は
t
月
か
皀
曾
嵒

ほ
号
の
み
に
な
ひ
、
募
集
方
喘
も

変
わ
ひ
声
じ
た
。

掲
載
内
容
日

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
/
催
し
物
/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
等

※
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
申
し

込
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

掲
載
で
き
な
い
も
の
H
営
利
目
的

/
充
名
行
為
/
政
治
活
動
ぶ
霰

活
動
/
会
費
が
月
額
t
千
円
を
超

え
忝
も
の
等
掲
一
費
用
H
無
料

申
込
H
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、持
参
ま
た
は
郵
送
(
I

団
体
L
事
業
。掲
載
後
一
ヵ
月
間

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
)
。申

込
用
祗
ば
広
報
課
に
置
い
て
あ
り

李
歹
期
限
=
掲
載
希
望
月
の
前

月
末
日
掲
載
方
法
卜
抽
選
(
採

否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
。な
お
、区

は
掲
載
し
た
記
事
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
)
申
・
問
先
卜
広
報
課

〒
1
2
0
・
Q
y
む
1
0
中
央
本
町
1
1

1
7
1
1

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

=催

し

物
=

☆
区
民
ス
キ
ト
ス
ク
ー
ル
3
月
1
9

日
世
～
2
2
日
/
志
賀
高
原
フ

瀬
ス
キ
ー
場
/
4
0人
(
先
着
順
)
/

バ
ッ
チ
テ
ス
ト
あ
り
/
く
わ
し
く
は

お
問
い
(
彩
せ
く
だ
さ
い
/
足
立
区

ス
キ
ー
協
会
・
堀
内

四
(
3
8
8
2
)
7
7
8
Q
`

=
募
集
=

☆
江
北
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

マ
子
ど

も
(
4
歳
以
上
丁
・毎
週
月
曜
日
、

午
後
3
時
卻
ガ

マ
大
人
・
:毎
濤
月

曜
日
、
午
後
6
時
/
江
北
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
入
会
金
1
千
円
、
月
額
1
千

円
/
福
山

四
(
3
8
9
0
)
1
4
8
1

☆
ポ
ピ
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週

土
曜
日
、
午
後
7
時
迴
7
9

時
/

平
野
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
中
級
者

程
度
/
見
学
自
由
/
菅
原

豊
(
3
8
9
6
)
e
2
3
Q

り

☆
走
る
仲
間
(
古
千
谷
走
友
会
)

第
4
日
曜
吁
ほ
か
/
荒
川
河
川
敷
ほ

か
/
男
女
問
わ
ず
/
年
`
T
千
円
/

小
金
井

一一
(
3
8
9
9
)
7
7
5
3
(

夜

間
)

☆
パ
ッ
チ
ワ
ト
ク
(
カ
ト
レ
ア
手
芸

ク
ラ
ブ
)
第
L
・
第
1
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
/
竹
の
塚
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎
/
月
額
千
哨

円
/
鈴
木

四
(
3
8
8
5
)
5
0
2
8

☆
パ
ン
・
ケ
ー
キ
(
バ
レ
ー
フ
ロ
ー

ラ
)
第
L
・
第
1
(
曜
日
、午
前

旦
涙
芬
～
午
後
1
時
3
0
分
/
エ
ル

・
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
1
千
円
、

月
額
3
千
円
/
坂
本

四
(
3
8
8
9
)
0
6
5
2

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
の
臨
時
休
館

館
内
消
毒
、
消
防
設
備
点
検
の
た

め
、
臨
時
休
館
k

ヂ

。
休
館
に
伴

い
、
総
合
受
付
「テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

野
球
場
の
貨
」
)出
し
、
保
養
所
の
申

し
込
み
等
)
も
お
休
み
し
季
'
。

期
間
=
3
月
2
日～
4
日
問
先
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

S
『
5
p』
4
2
)
8
1
6
1

● 法定労働時間 は「週40 時間」 労働省では 、新たに助 成制度を設け るなど、き め細かな指導援助に努め ています。
問先= 足 立労働 基準 監督署3BBe- l l B7
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春
の
ア
ト
リ
ウ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

足
立
区
三
曲
協
会
が
、
区
忿
町
1
階

ア
ト
リ
ウ
ム
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
を
閧

催
し
零
T
。琴
で
奏
で
る
i
」夲
お

な
じ
み
の
曲
と
現
代
的
な
曲
で
お
聴
か

せ
し
零
y
。日
時
日
2
月
罟
苗
。

午
後
北
顎
芬
か
ら
3
0分
程
度

曲
目

卩
日
本
の
う
た
(
お
江
戸
日
本
橋
、
さ

く
ら
、
か
ぞ
胥
だ

、
荒
城
の
月
)
ほ

か

問
先
卜
文
化
振
興
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

青
年
講
座

と
き
め
い
て
ブ
ラ
ジ
ル

ア
マ
ゾ
ン
、
サ
ッ
カ
ー
、
カ
ー
ニ
バ

ル
、コ
ー
ヒ
ー
、
と
き
め
膏
豕
感
じ
さ

せ
る
国
ブ
ラ
ジ
ル
。
移
民
の
歴
史
か
ら

も
日
本
と
深
い
か
か
わ
ひ
を
痔
ち
、
人

種
の
る
つ
ぽ
と
言
わ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
と

は
ど
ん
な
国
な
の
か
、
そ
の
魅
力
を
楪

ひ
毒
す
。
日
時
卜
2
月
2
4
日
㈹
・
2
7

日
吻
、
い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
C
Q
時

定
員
H
3
0人

費
用
H
無
料

場
・
申

・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
日
3
以
甘
励
、午
前
1
0
時
～
午

後
1
時
(
予
定
)
場
所
日
隅
田
川
往

復
コ
ー
ス
・
・
一
千
住
曙
町
船
着
場
～
吾
妻

橋
?
β
崙
橋
～
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ

ッ
ジ
上

東
京
港
上
{
萌
(

東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
見
学
)
L

東
京
港

笂

と

き

橋
～
千
住
曙
町
船
着
場

対
象
卜
観
光

協
会
会
員
と
冢
族
お
よ

訛

内
在
住
の

方

定
員
日
1
3
0人
程
度
(

抽
瀰

費

用
卜
▽
観
光
協
会
会
員
・・・
3
千
円

▽

会
員
家
族
・
:
3
千
5
0
0円

▽
一
般
・・・
4

千
円
(

い
ず
れ

も
昼
食
付
き
、
当
日
現

地
で
支
払
い
)

申
込
卜
往
復
(

ガ
キ

に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
こ

般

の
別
、「3
月
リ
パ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

希
屏

と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
3

人
ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の

表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
あ
す
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
重
複
申
し
込
み
は

無
効

期
限
卜
2
月
2
5
R消
印
有
効

申
・
問
先
川
観
光
s
会
リ
バ
ー
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
相
馬一
(
産
業
振
興
課
)

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
―

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

1
0年
度
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
募
集

区
で
は
、
制
作
し
て
い
る
y
`
ア
オ
広

報
を
、
皆
六
ん
の
ご
意
見
で
よ
口
魅
力

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
毒
罵
対
象
凵
鷆
2
0
歳
以
上

で
、
区
内
に
引
き
続
き
I
召
ほ
上
居

住
し
、
9
年
度
の
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
、

区
政
モ
ニ
タ
ー
で
な
い
方
(
旻
T

人
)
任
期
卜
4
月
～
H
年
1
月
内

容
卜
年
1
0本
の
ビ
デ
オ
広
報
を
見
て
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答

※
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

(
v
H
s
の
み
)
は
郵
送
し
ま
す

募

集
人
員
目
2
0人
(
抽
選
)

謝
礼
卜
送

付
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
後
に
記
咨
冢
贈
呈

申
込
目
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号

昼
間
・
夜
間
の
両
方

を

明
記

期
限
卜
3
月
6
日
必
着

申
・

問
先
日
広
報
課
映
像
担
当

〒
跏
・
8
5
1
a

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

スケッチ
あ だ ち

大
雪 で街が
真 っ

白
1 月8 日、15日と降りつもった大雪。

2 年ぶり に街は雪化粁に包まれました。

花
畑
紀
念
庭
園
の
雪
つ
り

子
ど
も
た
ち
は
雪
遊
び
に
夢
中

大谷田公園の梅にも雪が・

東
六
月
ひ
ま
わ
り

作
業
所
の
皆
さ
ん

が
足
立
北
郵
便
局

で

仕
事
始
め

1
月
6
日
、
足
立
北
郵
便
局
で
年

賀
状
「
ダ
ブ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
衵

選
会
が
あ
ひ
ま
し
た
。こ
れ
は
、7

ケ
タ
の
郵
便
番
壁
絮
筧
え
て
も
む
っ

と
同
時
に
、
早
期
に
年
賀
状
を
投
函

し
て
も
6
7
た
め
実
施
し
た
も
の
。

当
日
は
障
害
者
の
授
産
施
設
。
惠
(

月
ひ
去
U

伍
蜃
一で
勣
ぐ
皆
六
ん

が
鄂
か
れ
、
抽
選
牽
盂
い
ま
レ
た
。

普
段
か
ら
作
業
所
の
暫
J
の
配
送
に

郵
便
局
岑
莉
用
し
て
い
る
こ
と
だ
″

で
、
実
丐

久
し
ぶ
り
に
顔
至
お

せ
た
み
ん
な
に
と
っ
て
、
幸
運
の
配

達
役
が
仕
事
始
め
屁
衿
ま
し
た
。

大
雪
に
も

か
か
わ
ら
ず

熱
気
あ
ふ
れ
た

『
成
人
の
日

の
集
い
』

1
月
1
5日
、
成
人
の
日
の
集
い
が
行

わ
れ
た
東
京
武
道
館
。
未
盟
答
雪
が

降
り
続
く
と
い
癶
悪
天
侯
の
中
、
約
4

千
1
0
0人の
新
成
人
が
集
ま
り
、
同
級
生

と
の
久
々
の
再
会
を
酉
ぴ
あ
っ
て
い
ま

し
た
。

区
内
の
新
成
人
8
千
人
の
代
表
と
し

て
誓
い
の
言
葉
夲
迂
べ
た
の

は
、
上
條
紘
之
さ
ん
(
舎
人

六
丁
目
)
と
西
村
久
美
子
さ

ん

舌
千
谷
本
町
三
丁
目
)
。

第
二
部
で
は
、
足
立
吹
奏
楽
団
の
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
式
典
を
蜃
ひ

卜
ぼ
て
い
ま
し
た
。

猿まわしが
やって

き
た

「面白かったら拍手をくださ
いね。それとね、面白くない
とき でも 拍 手を する んで す
よ」。か わいい猿 の曲芸に 会

場が笑いに包 まれます。
さんがく三村三岳さ んは、毎年1 月

から2 月にかけて山口県徳山
市から足立区に来て猿まわし
をしています。
「8 年前仕 事でこちらに来て、
千住の労音東部センターの斉
藤さんと出会い ました。お 互
いに面白い人だと意気投合し 、2
人ででき る仕事がないかと

思ったのがき っかけです」
三村さんは、今年も足立区

内の住区センタ ーや保育園の
ほか、周辺区 の施設も含め、
約30ヵ 所を まわり ました。

本
木
・
関
原
住
区
セ
ン
タ
ー
で
(
一
月
日
日
)

握手でバイバイ

今年も
大盛況

ニュ ー

イヤー
パーティー

1
月
2
3日
、
千
住
柬
一
丁
目
に
あ
る

厠
海
外
技
術
者
研
修
協
会
意
只
研
修
セ

ン
タ
ー
で
新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
新
年
恒
例
行
事
で
、
同
セ
ン
タ

ー
の
研
修
生
が
地
域
の
方
、
受
入
会
社

の
皆
さ
ん
を
招
待
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
研
修
生
が
腕
參
窰
つ
た
ブ
ラ
シ

ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
9
力
国
の
料
理
が
並
び
、
大
盛
況
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
も
。
地
元
町
会
の

方
や
千
寿
第
八
小
学
校
の
児
重
、
研
修

生
に
よ
る
各
国
の
歌
や
踊
ひ
が
披
露
さ

れ
、
国
際
色
豊
か
な
新
年
会
で
し
た
。

・「あ だち 広報」は再生 紙を使用し ていま す P240, 000


